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ハウスの夜明け
広い農地を埋め尽くす様に農業用ハウスが建ち並び、マ
ンゴーをはじめ、様々な野菜が栽培されています。
清々しい空気に包まれて、沖縄の農産物の力強い未来が
見えるようです。（撮影地　豊見城市饒波にて　撮影者・
写真提供：与儀　栄太郎氏）

● 新年のごあいさつ（沖縄県労働基準協会会長）　
● 新年のごあいさつ（沖縄労働局長）
● 新年のごあいさつ（那覇・中部・北部・宮古・八重山支部長）
● 新年のごあいさつ（那覇・沖縄・名護・宮古・八重山労働基準監督署長）
● 那覇支部通信（安全衛生研修会を開催）
● 中部支部通信（“健康づくりのための”ウォークラリー大会を開催）
● 令和 6年度講習「受講予約受付開始日」について
● 沖縄労働局から
①令和5年労働災害・死亡災害発生状況（11月末現在、コロナり患分を除く）
● 会員事業場における労働者数のご確認
● 講習会のご案内（令和 6年 2月分）
● 新規加入事業場のご紹介（令和 5年 11月16日～ 12月15日）　

1月1日発行
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新春を迎え、謹んでお慶び申し上げます。
会員事業場の皆様には、当協会の業務運営につき

まして、日頃から格別のご理解、ご協力を賜り厚く
御礼申し上げます。また、当協会の講習会等を受講
いただいた皆様にも心よりお礼申し上げます。引き
続き、長年の実績と信頼の下、理解し易い講習に努
めてまいります。

新型コロナウイルス感染症が５類感染症へと引き
下げられことから、社会経済活動は正常化して活発
となり、県内経済も人手不足、物価の高騰等はある
ものの、コロナ禍前にほぼ戻ったのでとないかと思
われます。

さて、県内の労働者の安全と健康を取り巻く状況
をみますと、労働災害は近年増加傾向にあり、昨年
も、新型コロナウイルス感染症の罹患を除くと労働
災害は増加傾向に歯止めがかかっていない状況にあ
ります。また、定期健康診断実施結果における有所
見率も残念ながら 12 年連続全国最下位となり、全
国平均値との差も広がり、不名誉な状況が続いてお
ります。

このような状況を改善するためには、令和 5 年
度を初年度として新たに展開されている「第 14 次
労働災害防止計画」に基づき、各事業場が労使一体
となって、自発的に安全衛生対策の重点事項に取り
組み、アウトプット指標を達成する必要があります。

労働安全衛生法関係政省令の改正により、職場に
おける「新たな化学物質規制」が導入され、労働者
が安全に働くために、「ラベル表示」や「安全デー

タシート（ＳＤＳ）」による通知、リスクアセスメ
ントの実施をしなければならない化学物質が「国に
よるＧＨＳ分類で危険性・有害性が確認された全て
の物質」へと拡大することなり、本年 4 月からは「化
学物質管理者」の選任等も必要となっております。

人手不足、高年齢化、物価高騰等、経営環境は厳
しいものがありますが、いかなる状況下でも働く人
の命と健康の確保は何よりも大切なものであり、ま
た、安全衛生対策に取り組むことは事業者の経営や
人材確保・育成の観点からもプラスとなります。各
事業場におかれましては、社会情勢の変化等に対応
し、安全で健康に安心して働くことが可能な職場の
実現に向け、労使一体となって、安全衛生活動を一
層促進されますようお願いします。

当協会は、県内事業場が安全で健康に安心して働
くことが可能な職場づくりの一助となるよう、会員
事業場のニーズに沿った技能講習等の各種講習会を
的確に開催するとともに情報の提供等を行っていき
ます。また、沖縄労働局及び各労働基準監督署等と
の連携を密にして安全衛生大会等を開催するととも
に沖縄県内の安全衛生及び労務管理水準の向上に努
めて参りますので、引き続きご理解とご協力を賜り
ますようお願い申し上げます。

結びに、会員事業場の皆様が、希望に満ちた一年
になることを祈念申し上げて、年頭のご挨拶といた
します。

ご安全に！！

一般社団法人沖縄県労働基準協会

ձɹ௕ ౡାɹਗ਼ਓ
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明けましておめでとうございます。旧年中は労働行
政の運営につきまして、格別の御理解、御協力を賜り、
厚く御礼申し上げます。また、貴協会並びに会員の皆
様には、日頃より職場環境や労働条件の改善、労働災
害の防止等に取り組んでおられることに心から敬意を
表します。

昨年を振り返ると、新型コロナウィルス感染症の５
類移行後、観光客の回復とともに県内経済は回復し、
雇用情勢も改善傾向が続いています。県内の有効求人
倍率は全国との差が過去最小となるなど改善が進み、
人手不足も全国に比べてひっ迫している状況となって
います。従業員の確保や離職防止のため、県内企業に
おいては、賃上げや正社員化など処遇・待遇の改善が
コロナ前と比べても進んでいます。

一方、県内の職場環境については、労働災害のうち
死亡災害は建設業で増加し、尊い命が失われたことは
極めて憂慮すべき事態であり、また、休業災害も複数
の業種で転倒や腰痛などの行動災害が増加しておりま
す。また、労働者の健康問題についても、職場におけ
る健康診断の有所見率は 12 年連続で全国一高く、大
きな課題となっています。

人材確保と労働災害の防止や労働者の健康確保など
職場環境の改善は、安定的な企業経営にとって車の両
輪であります。沖縄労働局では、２年目となる「第
14 次労働災害防止計画」を基に、死亡災害の撲滅、
事故の型に応じた休業災害の防止、「うちなー健康経
営宣言」事業場の拡大等に取り組んで参りますので、

皆様におかれましても、何卒御協力をお願い申し上げ
ます。

本年４月からは、自動車運転者や医師、建設業、製
糖業を含む全ての職場において、時間外労働の上限
規制が適用されます。今後、少子高齢化の進展に伴
い、人手不足がさらに深刻化することが見込まれる中、
ICT の活用などによる生産性の向上に加え、安心・安
全な職場環境の実現や、女性活躍など多様な人材の活
用も含めた働き方改革の推進、賃金引上げなどの処遇
改善など一層の取組が求められます。沖縄労働局とし
ましても、これらの課題について、労働基準監督署や
ハローワークと一丸となって、皆様の取組を支援して
参ります。 本年も貴協会並びに会員の皆様の益々の
御繁栄を心より祈念いたしまして、新年の御挨拶とさ
せていただきます。

沖縄労働局

ɹ௕ہ ੢઒ɹণొ

沖縄労働局　幹部職員



昭和 48年 10月6日 第三種郵便物承認（毎月1回 1日発行）（4） 2024年 1月1日 発行

新年あけましておめでとうございます。
会員の皆様方には、穏やかな新春をお迎えのことと謹

んでお慶び中し上げます。
昨年中の支部運営につきまして、支部長就任初年度で

ありましたが、那覇労働基準監督署をはじめ、関係行政
機関や協会本部及び各団体等のご指導、並びに会員事業
場の皆様のご理解とご協力により滞りなく遂行出来まし
たことを厚くお礼申し上げます。

昨年を振り返りますと、気候変動の影響により近年頻
発化、激甚化している豪雨や台風等の災害が全国各地で
発生し、沖縄県内でも大型で非常に強い台風 6 号によ
り二度にわたり暴風警報が発令され、甚大な被害をもた
らしました。被害を受けられた皆様へ心からお見舞い申
し上げます。

また、日本及び世界の経済活動に多大な悪影響を与え
た新型コロナウイルス感染症は、昨年５月に第５類に移
行し、多くの企業がコロナ禍前に近い働き方に戻り、経
済活動の正常化も徐々に進み前向きな変化があった一年
でもありました。

当支部においても、安全管理推進大会及び労働衛生管
理推進大会をコロナ禍前と同じ形で開催し、安全衛生部
会の活動も再開いたしました。また、本年２月に支部活
動として沖縄県の有所見率全国ワースト１からの改善を
目指して「体感わくわく♪ウォーキング大会」を開催い

たします。
会員事業場の皆様の健康づくりにお役立ていただけま

すと幸いです。ぜひ多くの皆様のご参加をお待ちしてお
ります。

さて、近年多くの企業が取り組んでいる働き方改革。
この働き方改革に取り組む際に、セットで考えるべき
テーマとして「健康経営」が重要であると思います。

労働者が安全に、そして心身ともに健康に働ける環境
を企業側が作ることで生産性を上げ、そこから得られた
利益を企業、労働者、社会経済の中で大きく循環させる
ことで社会全体の発展に繋がっていくことになります。

本年も、関係行政機関との連携をさらに強化し、時代
の変化に対応した有益な情報を会員の皆様へ提供すると
ともに、労働者の更なる安全衛生の推進を図り、支部活
動の計画が忠実に実行されるよう支部役職員一丸となっ
て取り組む所存でございます。

皆様方の変わらぬご理解とご協力を賜りますようお願
い申し上げます。

結びに、会員事業場のますますのご発展と、皆様方の
健康と安全を心より祈念し、新年の挨拶とさせていただ
きます。

新年明けましておめでとうございます。
旧年中は労働基準行政の業務運営に格別のご理解、ご

協力を賜りまして、厚く御礼申し上げます。
今年の干支である辰年は、活力が旺盛となり大きく成長

し、形がととのう年と言われているそうです。会員各社が
隆盛で素晴らしい年になるようご祈念申し上げます。

さて、昨年は、4 月から「第 14 次労働災害防止計画」
がスタートいたしましたが、県内の休業４日以上の労働
災害の増加傾向に歯止めがかからず、無理な動作、動作
の反動による転倒骨折や膝関節等の負傷、腰痛災害など、
いわゆる「行動災害」が中高年齢労働者を中心に増加顕
著となりました。また、死亡労働災害については建設業
を中心に多く発生したことから、10 月に沖縄労働局長
より建設関連の 24 団体あて緊急取組要請を行ったとこ
ろです。

今年は、時間外労働等上限規制の適用猶予となってい
る４業務等（建設事業、自動車運転の業務、医師、沖縄
県・鹿児島県における砂糖製造業）につきましても、４
月からその適用がスタートするなど、働き方改革関連法
に伴う改正労働基準法の総仕上げの時期を迎えます。

当行政が取り組むべき課題はまだ多くございますが、
協会会員各社と共に、安心・安全な働きやすい職場環境
づくりに向けて全力で取り組んでまいります。

結びになりますが、貴協会の益々のご発展と会員の皆
様のご健勝を祈念いたしまして、新年のご挨拶とさせて
いただきます。本年もどうぞよろしくお願いいたします。

署　長 安慶名  秀樹

那覇労働基準監督署

支部長

（一社）沖縄県労働基準協会
那覇支部

仲 西　  聰

本部・那覇支部職員

那覇労働基準監督署職員
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新年あけましておめでとうございます。
皆様におかれましては希望に満ちた新年を迎えられた

こととお慶び申し上げます。
旧年中は支部運営につきまして沖縄労働基準監督署を

はじめ、関係行政機関や関係団体及び協会本部のご指導、
並びに会員の皆様のご協力とご支援を賜り厚く御礼申し
上げます。

昨年は、8 月に台風 6 号が長時間沖縄地方へ停滞した
ことから、ライフラインの停止が県内各地で発生し、復
旧に数日かかる等の被害がもたらされました。幸い当支
部では飛来物による車両の損害が出る程度で済みました
が、被害を受けられた皆様には心よりお見舞いを申し上
げます。さて、新型コロナが 5 類感染症へ移行したこ
とで、観光需要の増加や各地でイベントが開催されるな
ど、経済活動の正常化が進みました。当支部におきまし
ても地区安全管理推進大会や労働衛生管理推進大会を開
催し、多くの皆様がご参加くださりました。参加者もコ
ロナ禍前の水準に戻り大変喜ばしい限りでございます。
一方で労働者の健康をめぐる状況については、定期健康
診断結果における有所見率が沖縄県平均よりも高く不名

誉な結果となっております。このような状況を踏まえ当
支部では毎年 11 月にウォークラリー大会を開催してお
ります。各事業場での健康づくりにお役立て頂ければと
存じますので、今年もご参加の程よろしくお願い申し上
げます。

今年の干支である甲辰（きのえたつ）は成功につなが
るための努力が種子の内側でどんどん育つ年だとされ、
コツコツ努力を重ね続ければ、大きな成果が期待できる
という意味が込められております。当支部といたしまし
ても、関係行政機関と連係し職員一丸となり取り組んで
まいりますので、皆様のご支援、ご協力賜りますようお
願い申し上げます。

最後になりますが、皆様のご繁栄とご健勝、並びに各
職場の無事故、無災害を祈念いたしまして、新年の挨拶
とさせていただきます。
「ご安全に！」

支部長 金 城　  稔

（一社）沖縄県労働基準協会
中部支部

新年あけましておめでとうございます。
旧年中は、労働基準監督署の労働行政の運営につきま

して、格別の御理解と御協力を賜り、厚く御礼申し上げ
ます。

振り返りますと、昨年は、新型コロナウイルス感染症
の流行がようやく収まり、社会全体に活気が戻ってきま
した。産業界では、コロナ禍で人員整理を含む多くの離
職者が発生したこと等により人手不足や労働者の偏在化
が増長しましたが、状勢に即した対策を講じて新たな働
き方を進めている企業も多くみられるようになりまし
た。また、企業の持続的な賃金引上げを促す「価格転嫁」
を社会全体が容認する風潮に変わったように思います。
他方、労働災害発生状況は、休業４日以上の死傷災害が
過去最多となり、当署管内における重大災害の頻発は憂
慮すべき現象といわなければなりません。労働者の安全
と健康に高い公共的価値があることは大衆論理であり、

一致協力して、その確保や労働災害をできるかぎりなく
していくことが求められます。

本年は、「第 14 次労働災害防止計画」の２年目であり、
計画を強力に推進するため、監督署全署員専心努力して
まいります。また、長時間労働の改善や種々の働き方に
即した労働条件確保などほかにも課題はありますが、着
実に諸々施策に取り組んでまいりますので、本年も労働
基準行政への相変わらぬ御理解と御協力を賜りますよう
お願い申し上げます。

結びに、貴協会と会員の皆様にとりまして、今年が明
るい年になりますよう祈念いたしまして、新年の御挨拶
とさせていただきます。

署　長 比嘉　信和

沖縄労働基準監督署

事業部・中部支部職員

沖縄労働基準監督署職員
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新年あけましておめでとうございます。
旧年中、貴協会並びに会員の皆様には、労働基準行政

につきまして、格別の御支援、御協力を頂き厚く御礼申
し上げます。

昨年は、新型コロナウイルス感染症の位置づけが「５
類」に引き下げられたことで、入域観光客数の回復、産
業振興に資するイベントが数多く開催される等、沖縄経
済の再生に向けた新たな一歩を踏み出す年となりまし
た。今年も景気の回復が続くことが期待されるところで
はありますが、長引く人手不足や物価上昇が経済に及ぼ
す影響を十分注意していく年になりますので、昨年と同
様、気を引き締めて乗り越えて行きましょう。

さて、当署管内においては、休業４日以上の労働災害
の減少を目標に掲げ、可能な施策の取り組みを行ってま
いりましたが、死亡災害ゼロ、休業４日以上の労働災害
の減少という結果で、新年を迎えることができました。
これも、地域、企業の身近な指導者であられます貴協会
の皆様方の多くのご協力が一定の成果に繋がったものと

考えております。
本年においても、私どもは、あらゆる職場で働く者の

安全と平穏を願い、労働災害防止、また、法定労働条件
の履行確保や適正・迅速な労災保険給付にこれまで以上
の専心努力を傾ける所存であります。昨年同様、貴協会
並びに会員の皆様方の御支援、御協力を賜りますよう、
重ねて御願い申し上げます。

最後になりますが、貴会の益々の御発展と会員の皆様
の御健勝を祈念いたしまして、新年の御挨拶とさせてい
ただきます。

明けましておめでとうございます。
皆さまにおかれましては希望に満ちた新年を迎えられ

たこととお慶び申し上げます。
旧年中の北部支部運営が、名護労働基準監督署を始め

関係行政機関、関係団体等のご指導、並びに協会本部、
支部運営委員、そして会員の皆様の温かいご支援ご協力
により滞りなく遂行することが出来ましたことを厚く御
礼申し上げます。

昨年は、台風 6 号によって広範囲に長期的な被害に
見舞われ、労働災害は依然高止まりの状況でした。しか
し、ようやくコロナ前の日常を取り戻し、各地域のお祭
りなど様々な催しが再開され、北部テーマパークの具体
的構想が発表されたことなど、新たな希望に胸躍る一年
でもありました。

昨年の北部支部の活動は、安全意識の高揚と安全活動
の定着を図ることを目的にした「北部地区安全管理推進
大会」、労働衛生に関する意識を高め、職場での自主的
な労働衛生管理活動を通じた健康確保を目的にした「北

部地区労働衛生管理推進大会」を開催しました。また、
4 年ぶりに異業種勤労者の親睦と健康保持推進を図るこ
とを目的に「第 7 回勤労者親睦ボウリング大会」を開
催致しました。支部長に就任し半年、課題も残しつつで
すが、地域性も踏まえた明るい北部支部らしい一年だっ
たと思います。

本年も名護労働基準監督署や協会本部並びに各支部と
の連携を取り、支部活動の実施に向け会員の皆様のご支
援ご協力を得て、一丸となり取り組みたいと思います。

最後になりますが、皆様のご繁栄とご健勝、並びに各
職場の無事故、無災害を祈念しまして、新年の挨拶とい
たします。

署　長 上 原　  周

名護労働基準監督署

支部長 樽 岡　  誠

（一社）沖縄県労働基準協会
北部支部

名護労働基準監督署職員

北部支部職員
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新年明けましておめでとうございます。
会員の皆様には、輝かしい新年を迎えの事とお慶び申

し上げます。
旧年中は、宮古労働基準監督署をはじめ、関係各機関

の皆様のご指導ご協力のもと、1 年を過ごすことができ
ました。心から感謝申し上げます。

世界情勢は、ロシアのウクライナに対する軍事侵攻や
イスラエル・パレスチナ戦争で罪のない人々が犠牲に
なっており、1 日も早い戦争の終わりを願うばかりです。

新型コロナウィルス感染症は、感染症法上の位置づけ
が、インフルエンザと同じ５類感染症へと引き下げられ、
社会経済活動も正常化になってきており、各大会も皆様
のご協力をいただき無事開催でき感謝申し上げます。あ
りがとうございます。

現在、観光客も増加し、各産業も好影響し活発化して
おります。こうした中、人手不足や資源エネルギーの高
騰など課題は多く、各職場が労使一体となって自発的に
安全活動の取り組み、心と体の健康職場でありますこと

を願います。
結びになりますが、協会会員の皆様のご健勝を祈念い

たしまして新年の挨拶とさせていただきます。

支部長 渡真利　 勝

（一社）沖縄県労働基準協会
宮古支部

新年あけましておめでとうございます。
旧年中は労働基準行政の運営につきまして、格別のご

理解、ご協力を賜り、心からお礼申し上げます。
宮古島市の令和５年度上半期でみた入域観光客数

は 485,275 人となり、前年同期比で 115,837 人、約
131％の増加となっています。好調な観光需要等に伴っ
て管内の有効求人倍率は 1.5 倍程度で推移しており、建
設需要も引き続き順調で、リゾートホテル建設工事等が
多数施工されています。

昨年は宮古地区において約２年ぶりに死亡災害が発生
し、休業４日以上の労働災害は令和５年 10 月末の時点
で新型コロナウイルス感染症によるものを除き 48 件発
生し、前年同期比で２件増加しています。特に接客娯楽
業やビルメンテナンス業等の第３次産業で増加が顕著に
なっています。会員の皆様には引き続きリスクアセスメ
ント等の労働災害防止対策について積極的な取り組みを
お願い申し上げます。

また、本年４月からは、これまで適用が猶予されてい

た業種等にも時間外労働の上限規制が適用されます。宮
古地区においても人手不足等を背景とした月 80 時間を
超える長時間労働が認められています。当署におきまし
ても各種説明会等の場で改正労基法等の周知を進めてま
いりので、会員の皆様におかれましても、働き方改革の
取組と定着を図っていただきますようお願い申し上げま
す。

最後になりますが、貴協会の益々のご発展と、会員の
皆様方のご健勝、無事故・無災害を祈念いたしまして、
新年の挨拶とさせていただきます。

署　長 井上　茂樹

宮古労働基準監督署

宮古支部職員

宮古労働基準監督署職員
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那覇支部
通信

あけましておめでとうございます。会員事業場におか
れましては輝かしい新春をお迎えのこととお慶び申し上
げます。

　旧年中は支部運営につきまして、八重山労働基準監
督署をはじめ、関係行政機関、関係団体、会員事業場の
皆様に、ご理解とご協力を賜り心からお礼申し上げます。
事業場において日頃より、安全衛生、健康、快適な職場
環境づくりに熱心に取り組んでおられる皆様のご努力と
ご苦労に心から敬意を表し、当支部では、八重山地区安
全大会、八重山地区労働衛生大会、八重山労働基準監督
署と合同衛生パトロール、緑地公園クリーンアップ、支
部安全衛生部会研修会を行う等、情報交換、意見交換を
活発に行ってきました。

さて、コロナ禍からの復興・経済の回復を進め、成長
する新しい経済社会が実現します。そのためには実現の
基盤となる勤労者の安全と健康確保が極めて重要な課題
であると認識します。労働災害は長期的には減少してい
ますが、誠に残念ながら今なお多くの方々が被災してい
ます。特に近年は勤労者の超高齢化、急速な世代交代の

進行、深刻な人手不足やサービス産業の進展等、就業構
造が変化する中、労働災害が増加傾向にあり、なお一層
勤労者が安全でかつ快適に働くことができる職場づくり
に取り組んでいかなければならないと考えています。

勤労者の安全と健康の確保を推進するためには、企業
の経営者をはじめ広く関係各位のご理解とご協力が不可
欠であり、従来に増したご尽力をお願いいたします。安
心して働ける快適職場づくりを実現していただき、皆様
方のご安全とご健康を心よりお祈り申し上げ、新年のご
あいさつといたします。

新年明けましておめでとうございます。
　旧年中は、会員の皆さまにおかれましては労働基

準行政の運営に格別のご理解とご協力を賜り、厚くお礼
申し上げます。

さて、昨年は、新型コロナウイルス感染症が 5 月 8
日をもって 2 類感染症から 5 類に移行し、感染対策に
つきましては個人や事業者の判断が基本となり、管内の
観光関連の産業が再び活性化した年であったかと思わ
れ、石垣市入域観光客推計表によれば入域観光客数と消
費推計額がコロナ前の数字に戻りつつあるようです。そ
のようななか、八重山署管内の休業 4 日以上の新型コ
ロナウイルス感染症によるものを除いた死傷災害をみま
すと、昨年 10 月末現在で第 3 次産業における死傷災害
が一昨年前と比較して増加しており、なかでも接客娯楽
業の死傷災害は倍増しています。この他、陸上貨物運送
事業や、農林業、畜産・水産業における死傷災害も増加
している状況にあります。

死傷災害を防止するためには、労働安全衛生関係法
令を遵守することはもとより、事業者自らがリスクアセ
スメント等を通じて災害防止対策を講じることが必要で
あります。また、近年は、足場や荷役作業、化学物質、
溶接ヒューム、石綿など法改正が多く、当署ではこれら
の周知を図るため説明会を開催するなどあらゆる機会を
捉えて周知活動を行ってまいりましたが、今後も積極的
に取り組みたいと思います。

皆さまにとりまして、最良の年でありますよう心か
らご祈念申しあげまして、新年のごあいさつとさせてい
ただきます。

支部長 宮良　博文

（一社）沖縄県労働基準協会
八重山支部

署　長 渋谷　雄太

八重山労働基準監督署

八重山労働基準監督署職員

八重山支部職員
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どうぞご理解、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

令和6年౓講習 にͭいてʰड講༧໿ड෇։࢝೔ʱ
　「令和6年度　技能講習・その他安全衛生教育等実施計画表」につきましては、協会ホームページにおいて12月18日（月）
より公開しておりますが、受講予約受付開始日については、以下のとおりとさせていただきます。

① 令和 5年度におけるキャンセル待ちについては、令和 5年度の講習に対してのみ有効です。
　 令和 6年度の講習については、新たに受講申込をお願いします。
② 受講を希望される際は、まずお電話にて各支部にお問い合わせください。
③ 受講申込及びキャンセル待ちについては、講習 1回において原則 1事業場 10名までとさせていただきます。

中部支部では、11月17日（金）に（一社）日本健康倶楽部沖縄支部の協力のもと北谷公園および周辺地区にて、
“健康づくりのための ”ウォークラリー大会を開催しました。

この大会は、県内の定期健康診断結果の有所見率が 12年
連続全国最下位であり、さらに中部管内での有所見率がワー
スト1であることから、会員事業場の皆様の健康づくりのきっ
かけとなってもらえるよう毎年開催しており、今年は26名が
参加しました。

当日は4チームに分かれてサンセットビーチをスタートし、美浜海岸やデポアイランド内
を回ってスタート地点に戻るという約 2.5kmのコースで、途中体を使うゲームやコース内
に潜んでいるキャラクターを探す課題等に異業種間で親睦を深めながら取り組んでいまし

た。キャラクター探しで様々な建物内を散策するため制限時間の 60分を超えたチーム
もありましたが、全員が無事ゴールし、ゴール後は各チームでコース内のチェックポイ
ントにおける観察力・記憶力の問題に取り組み、成績上位 3チームには商品が授与され
ました。また、中部地区の会員事業場様より多数の景品提供がありましたので、抽選の
上参加者全員に景品が授与されました。

那覇支部は、１１月２４日（金）に琉球サンロイヤルホテルにて、那覇労働基準監督署の安慶名署長と児玉安全衛
生課長をお招きして「令和５年度安全衛生研修会」を開催し、那覇支部運営委員と那覇支部安全衛生部会員１６名が
参加しました。
仲西那覇支部長のあいさつで開会し、安慶名那覇監督署長より「沖縄労

働局労働基準行政が取り組むべき課題と取組状況」についての講話が行わ
れました。
安慶名那覇監督署長の講話では、「改正労基法等に基づく長時間労働の

抑制及び過重労働による健康障害の防止」について沖縄県内の過労死等の
労災補償状況、相談支援及び監督指導等の取り組み等の説明があり、「中小企業及び適用猶予業務等に対する改正
労基法等の周知及び支援等」については時間外労働の上限規制が令和 6年 3月31日まで猶予されている建設業、
自動車運転者（バス、トラック、タクシー）、医師の業務、製糖業に対する沖縄労働局、各労働基準監督署の取組状
況等の説明がありました。また、「沖縄やんばる海水揚水発電所」で発生した死亡災害を取り上げた新聞社説を用い
た労働災害防止の説明もありました。
同署の児玉安全衛生課長からは、労働災害発生状況の推移、本年における発生状況、業種別事故型別の状況等

の説明があり、また沖縄県内で発生した墜落、爆発、巻き込まれ、はさまれ、移動式クレーン転倒災害事例を基に、
発生状況、発生原因、再発防止対策について説明が行われ、具体的な説明に参加者は真剣に耳を傾けていました。
研修会終了後に懇親会が行われ、研修会の感想や意見交換、各事業場での事例等の話題で盛り上がり交流を深め

ました。



令和�年ࢮ๢ൃ֐ࡂੜঢ়گ（��月຤ྦྷܭ）
（規模別）

※労働者死傷病報告による。統計情報は今後の調査により修正される場合があります。

番号 所轄署 事故の型 起因物 業種別 発生時期 年齢 労働者数 発生状況

1 沖 縄 建築物、構築物 機械器具設置工事業 30歳台 1～9 はさまれ・
巻き込まれ

2 沖 縄 移動式クレーン 鉄骨・鉄筋コンクリート造
家屋建築工事業 50歳台 1～9 崩壊・倒壊

3 沖 縄 解体用機械 鉄骨・鉄筋コンクリート造
家屋建築工事業 20歳台 1～9 激突され

4 宮 古 フォークリフト 一般港湾運送業 60歳台以上 30～49はさまれ・
巻き込まれ

5 沖 縄 石、砂、砂利 その他の土石製品製造業 40歳台 1～9 崩壊・倒壊

1月上旬

1月下旬

2月中旬

6月下旬

6月下旬

6 沖 縄 建築物、構築物 その他の土木工事業 50歳台 10～29崩壊・倒壊 10月中旬

ྩ࿨5೥	11月຤ྦྷܭ
� ྩ࿨4೥	11月຤ྦྷܭ
� ରྩ࿨4೥ൺֱܭہ

1.　労働者死傷病報告により作成したもの。  4. 交通運輸事業は、鉄道・軌道・水運・航空業、道路旅客運送業を示す。
2.　被災者数の枠の左側（  ）は死亡者数で内数。  5. 陸上貨物運送事業は、道路貨物運送業、その他の運輸交通業及び港湾荷役業を除く貨物取扱業を示す。
3.　｢▽｣は減少を示す。  6. その他の業種は、金融広告業、映画・演劇業、通信業、教育研究、清掃・と畜（ﾋ ﾙ゙ﾒﾝ除く）、官公署、その他の事業を示す。

（注）

年年年・・・署署署別別別・・・局計等局計等局計等
業　　種業　　種業　　種 増減数（人）増減率（％）（％）（％那覇 沖縄 名護 宮古 八重山 局計 那覇 沖縄 名護 宮古 八重山 局計

港 湾 荷 役 業

林 業

農 業、 畜 産・ 水 産 業

第三次産業（運輸を除く）

商 業

小 売 業

接 客 娯 楽 業

旅 館 ・ ホ テ ル

飲 食 店

保 健 衛 生 業

社 会 福 祉 施 設

ビルメンテナンス業

そ の 他 の 業 種

全 産 業

製 造 業

食 料 品 製 造 業

鉱 業

建 設 業

土 木 工 事 業

建 築 工 事 業

交 通 運 輸 事 業

陸 上 貨 物 運 送 事 業

港 湾 荷 役港 湾 荷 役港 湾 荷 役港 湾 荷 役 業業業業

林林林林 業業業業

農農農農 業業業業、、、、 畜畜畜畜 産産産産・・・・ 水 産水 産水 産水 産 業業業業

第三次産第三次産第三次産第三次産業業業業（（（（運運運運輸輸輸輸をををを除除除除くくくく））））

商商商商 業業業業

接 客 娯 楽接 客 娯 楽接 客 娯 楽接 客 娯 楽 業業業業

保 健 衛 生保 健 衛 生保 健 衛 生保 健 衛 生 業業業業

ビビビビルルルルメメメメンンンンテテテテナナナナンンンンスススス業業業業

全 産全 産全 産全 産 業業業業

3
2

7
2
4

3
1
2

44
6
4
9
4
2
12
11
10
7
60

2
1

9
4
3

4
1

4
42
8
5
17
7
3
7
7
5
5
62

160
88
0

182
35
119
27
67
6
4
19
741
199
132
131
53
49
191
143
62
158
1,206

81
49

62
8
50
20
41
1

7
311
83
46
50
15
24
88
58
33
57
523

59
34

55
6
43
2
13

3
231
63
51
34
15
17
62
44
16
56
363

16
10

23
8
10

1
3

9
31
7
5
7
4
2
9
9
4
4
83

4

8
3
3

2
3

1
31
3
2
7
4
3
8
6
4
9
49

9
5

7
2
4
1

3

1
31
6
6
10
6
2
9
9
2
4
52

169
98
0

155
27
110
23
57
10

21
635
162
110
108
44
48
176
126
59
130
1,070

9
10
0
27
8
9
4
10
4
4
2

106
37
22
23
9
1
15
17
3
28
136

5.3
10.2
-

17.4
29.6
8.2
17.4
17.5
40.0
-

9.5
16.7
22.8
20.0
21.3
20.5
2.1
8.5
13.5
5.1
21.5
12.7

82
46

80
13
49
21
46
3
1
9

362
115
68
43
17
19
91
63
35
78
604

12
10

12
2
7
1
1
1
1
3
50
4
4
15
8
3
16
13
2
13
81

61
29

74
14
56
5
13

3
243
66
51
47
17
22
65
49
10
55
399

令和�年業छผॺผ労働ൃ֐ࡂੜঢ়گ（��月຤ྦྷܭ）

機械式駐車場の設置工事において昇降モーターの駆動チェーンの調整作
業を行っていたところ、駆動チェーンが歯車から外れパレットが落下し、歩廊
にまたがって別作業をおこなっていた被災者が挟まれたもの。
移動式クレーン（トラック積載型クレーン）を使用してつり上げ作業を行って
いたところ、移動式クレーンの旋回体の根元部分が破断したことによりジブ
が倒壊し、被災者を直撃したもの。
解体用ニブラを装着した車両系建設機械で、スリングを通した足場板をニブラ
に引っかけて吊り上げ、積載型トラッククレーンに荷卸しをしようとしていたとこ
ろ、車両系建設機械が転倒し、機械とトラックとの間に被災者がはさまれたもの。
フォークリフトを使用してトレーラーからコンテナの荷卸し作業を行っていた
ところ、フォークリフトの後方にいた労働者が、後進したフォークリフトに巻
き込まれて被災したもの。
被災者が鉄製アングルに立てかけられた石板（重量約３００ｋｇ/枚）を重機に
より持ち上げるため、吊り上げ用クランプを固定する作業の際、鉄製アング
ルが破損し、石板約３５枚が被災者の上に倒れ、はさまれたもの。
Ｕ型擁壁工事現場において土止め支保工を撤去するため、支保工を構成す
るＨ鋼の切断作業を行っていたところ、Ｈ鋼がブラケットから落下し、被災者
がはさまれたもの。

沖縄労働局

沖縄労働局（新ܕίϩφ΢Πϧεײછ঱のりױによΔ労働֐ࡂΛআ͘）
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2�2� 年�தࡂ๷年ؒඪޠ

小さなヒヤリも 大事な気づき 声に出して 災害ゼロ小さなヒヤリも 大事な気づき 声に出して 災害ゼロ

「安全衛生教育促進運動ʯ
令和6年度　2023年12月1日▶2024年4月30日令和6年度　2023年12月1日▶2024年4月30日

「安全衛生教育促進運動ʯ
正しい知識で　職場を安全・健康に！
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会員事業場における労働者数のご確認会員事業場における労働者数のご確認

１．事業場名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞

２．代表者名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３．所 在 地：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

４．Ｔ Ｅ Ｌ：　　　　　　　　　　　　　　　Ｆ Ａ Ｘ：　　　　　　　　　　　　

５．労働者数（常時使用労働者数）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 人

６．メールアドレス：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

７．担当者名：　　　　　　　　　　　　　　

( 一社 )沖縄県労働基準協会　宛　　ＦＡＸ：０９８－８６９－１７１４

※注　本社のほかに事業所が数ヵ所ある場合は、労働保険の申告事業所毎に入会することになります。

労働者数（人） 年会費（円）
１　～　４ ５，５００
５　～　９ ６，５００
１０ ～ １９ ９，５００
２０ ～ ２９ １３，０００
３０ ～ ４９ １９，０００
５０ ～ ６９ ２６，０００
７０ ～ ９９ ３１，０００
１００～１４９ ４０，０００
１５０～１９９ ５０，０００
２００～２９９ ６０，０００
３００～４９９ ８０，０００
５００～ １００，０００
入　会　金 １，０００

平素は当協会の事業運営に格別のご理解とご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。
さて、当協会の事業を運営するため、会員事業場の皆様には年会費を納めていただいて

おりますが、当該年会費は、会員の事業場ごとの労働者数に応じた年会費となっております。
つきましては、年度末等において労働者数の変更がある場合には、下記連絡先までＦＡＸ

または郵送にてご連絡下さいますようお願いいたします。また、事業場の所在地やお電話
番号等に変更がある場合にもご連絡をお願いいたします。

なお、次年度の会費請求書のご送付を予定しておりますので、ご多忙の折、大変恐縮で
はありますが、３月末日までにご連絡頂きますよう併せてお願い申し上げます。

那覇市港町２－５－２３－３Ｆ
ＴＥＬ：０９８－８６８－２８２６
ＦＡＸ：０９８－８６９－１７１４

( 一社 ) 沖縄県労働基準協会 業務管理部
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　  1/11（木）
沖縄市産業交流センター（沖縄市泡瀬）
教習センター（うるま市州崎）

項　目 講習名 実施日・実施会場 受講料等（テキスト代込み）

事 業 部
（教習センター）
（098）979-7897

979-9975

那　 覇　 支　 部
（098）868-2831

869-1714

中　 部　 支　 部
（098）937-0162

937-0163

石綿作業主任者技能講習 　  2/1（木）～2（金）
　  沖縄市産業交流センター（沖縄市泡瀬） 13,380 円

玉掛け技能講習
2/5（月）～6（火）

　  沖縄市産業交流センター（沖縄市泡瀬）
A班2/7（水）、B班8（木）、Ｃ班9（金）

　  教習センター（うるま市州崎）

免除有　25,930 円
免除無　27,930 円

特定化学物質・四アルキル
鉛等作業主任者技能講習

　  2/13（火）～14（水）
　  沖縄市産業交流センター（沖縄市泡瀬） 13,380 円

職長教育・
安全衛生責任者教育

　  2/15（木）～16（金）
　  沖縄市産業交流センター（沖縄市泡瀬）

会　員　16,350 円
職長のみ　14,080 円
非会員　21,850 円

職長のみ　19,580 円

フルハーネス型墜落
制止用器具特別教育

　  2/19（月）
うるマルシェ２階（うるま市前原）
教習センター（うるま市州崎）

会　員　  9,090 円
非会員　12,390 円

自由研削といしの取替等の
業務に係る特別教育

　  2/20（火）
　  うるマルシェ２階（うるま市前原）

会　員　  9,420 円
非会員　12,720 円

安全衛生推進者養成講習 　  2/21（水）～22（木）
　  うるマルシェ２階（うるま市前原） 13,930 円

フォークリフト運転技能講習
　  2/26（月）～3/1（金）
沖縄市産業交流センター（沖縄市泡瀬）
教習センター（うるま市州崎）

46,650 円

酸素欠乏・硫化水素危険
作業主任者技能講習

2/27（火）～28（水）
A班2/29（木）、B班3/1（金）

　  沖縄市産業交流センター（沖縄市泡瀬）
17,010 円

北 部 支 部
（0980）54-4700

52-7004

小型移動式クレーン
運転技能講習

　  2/19（月）～21（水）
北部会館３階（名護市宇茂佐の森）
ネオパークオキナワ駐車場

二科目免除　23,705 円
一科目免除　25,705 円
免除無　27,705 円

宮 古 支 部
（0980）73-1455

73-6511

小型移動式クレーン
運転技能講習

　  2/7（水）～9（金）
宮古建設会館
先嶋建設（株）多目的広場

二科目免除　23,705 円
一科目免除　25,705 円
免除無　27,705 円

職長教育・
安全衛生責任者教育

　  2/15（木）～16（金）
　  宮古建設会館

会　員　16,350 円
職長のみ　14,080 円
非会員　21,850 円

職長のみ　19,580 円

有機溶剤作業主任者技能講習 　  2/27（火）～28（水）
　  宮古建設会館 13,380 円

八 重 山 支 部
（0980）88-5355

88-5360
玉掛け技能講習

　  2/14（水）～16（金）
㈱紫電舎（2階会議室）
石垣港南ぬ浜町ふ頭用地

免除有　25,930 円
免除無　27,930 円

各講習の日程表・受講申請書が必要な方・定員の確認は、各支部へお問い合わせください。
・受講予約者が定員に達している場合には、キャンセル待ちとなりますので、ご了承ください。

発行所／ 一般社団法人 沖縄県労働基準協会
　　　　 〒900-0001 那覇市港町 2-5-23　TEL：098-868-2826　FAX：098-869-1714
発行人／ 会長  島袋  清人　定価／ 1部 50円（会員の購読料は会費の中に含む）

沖縄県労働基準協会だより

講習会のご案内（令和6年2月分）
長年の実績と信頼、理解し易い講習に努めています
各講習の日程表など詳細については、当協会ホームページにも掲載しております。

二次元バーコードからも
ご確認頂けます。

新規加入事業場のご紹介 (11 月 16日～ 12月 15日）
協 会 支 部 名 事 業 場 名 所　在　地

北 部 支 部 ヘリオス酒造株式会社　 名護市字許田 405
※次の理事会にて承認予定

めんそ～れ
沖縄県

労働基準協会へ


